
 

 

№２ 地区計画の決定に関する案件概要                       
 

議第1227号 横浜国際港都建設計画地区計画の決定 

名 称 恩田駅南地区地区計画 

位 置 青葉区あかね台一丁目及び恩田町地内 面 積 約 5.8ha 

地区計画の目標 本地区計画は、地区内に立地する車両工場において、公共交通機関の安全性の確
保や防災性の向上に資する機能強化を図るとともに、これらの機能強化を契機に、
近隣の住宅地や親水広場など周辺環境との調和を図りながら、周辺の生活利便性向
上のための公益施設等の立地を図ることを目標とする。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の 
方針 

地区計画の目標を実現するため、２地区に区分し、それぞれの土地利用の方針を 
次のように定める。Ａ地区については、親水広場との調和を図りながら車両工場を
主体とした土地利用を進めるとともに、奈良川の対岸からの安全な歩行者動線を確
保した上で、周辺の生活利便性向上のための公益施設等の立地を図る。Ｂ地区につ
いては周辺住宅地等に配慮しながら車両工場の立地を図る。 

地区施設の 
整備の方針 

より快適な歩行者空間を確保するために、区域の南側の歩道沿いに歩道状空地を

整備する。区域の北東側に、河川及び親水広場と調和した緑地１を配置する。また、

区域の南西側の既存樹木を保全しながら、近隣の住宅地と調和したまとまりのある

緑地２を配置する。 

建築物等の整備
の方針 

建築物等の整備の方針を、各地区の特性に応じ次のように定める。 
１ Ａ地区 

車両工場の立地及び周辺の生活利便性の向上を図るため、建築物の用途の制限、

建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物の高さの最高限度、建

築物等の形態意匠の制限及び建築物の緑化率の最低限度について定める。 
２ Ｂ地区 
  車両工場の立地を図るとともに、周辺住宅地等に配慮するため、建築物の用途

の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物の高さの最高

限度、建築物等の形態意匠の制限及び建築物の緑化率の最低限度について定める。 

緑化の方針  河川や親水広場、近隣住宅地など周辺環境との調和を図り、既存樹木を保全しな
がら緑化を推進する。 

地
区
整
備
計
画 

地区施設の 
配置及び規模 

歩道状空地 幅員 1.0ｍ 延長約 170ｍ 

緑地１ 面積約 1,740㎡ 

緑地２ 面積約 790㎡  
 

地区の 
区分 

名
称 

Ａ地区 Ｂ地区 

面
積 

約 4.4ha 約 1.4ha 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物の 
用途の制限 
 
※1 除外規
定あり 
 
※2 本地区
にふさわし
くない工場  
 

次に掲げる建築物は、建築してはなら

ない。 

１ 住宅 

２ 共同住宅、寄宿舎又は下宿で床面積  

の合計が 4,000㎡を超えるもの 

３ 店舗、飲食店等で床面積の合計が 

1,000㎡を超えるもの 

４ ホテル又は旅館 

５ ボ－リング場、スケ－ト場、水泳場等 

６ カラオケボックス等 

７ マージャン屋、ぱちんこ屋等 

８ 劇場、映画館等 

９ キャバレー、料理店等 

10 自動車教習所 

11 自動車車庫 ※1 

12 倉庫業を営む倉庫 

13 床面積の合計が 15㎡を超える畜舎 

14 工場 ※2 

15 危険物の貯蔵又は処理に供するもの ※1 

次に掲げる建築物は、建築してはなら

ない。 

１ 住宅 

２ 共同住宅、寄宿舎又は下宿で床面積 

の合計が 2,000㎡を超えるもの 

３ 店舗、飲食店等で床面積の合計が 

150㎡を超えるもの 

４ ホテル又は旅館 

５ ボ－リング場、スケ－ト場、水泳場等 

６ カラオケボックス等 

７ マージャン屋、ぱちんこ屋等 

８ 劇場、映画館等 

９ キャバレー、料理店等 

10 自動車教習所 

11 自動車車庫 ※1 

12 倉庫業を営む倉庫 

13 床面積の合計が 15㎡を超える畜舎 

14 工場 ※2 

15 危険物の貯蔵又は処理に供するもの ※1 



 

 

  建築物の 
敷地面積の 
最低限度 

 
500㎡ 

壁面の位置
の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から前面道路の境界線及び隣地境界線まで
の距離は1.5ｍ以上とする。 

  建築物の 
高さの 
最高限度 

１ 20ｍ以下 
２ ５ｍ+0.6L以下（L＝地区計画の区域
の境界線までの真北方向の水平距離） 

１ 15ｍ以下 
２ ５ｍ+0.6L以下（L＝地区計画の区域
の境界線までの真北方向の水平距離） 

  建築物等の
形態意匠の
制限 

建築物の屋根及び外壁の色彩並びに屋外広告物の色彩、大きさ及び形状は、地区 
周辺の景観に配慮したものとする。 

  建築物の 
緑化率の 
最低限度 

 
15％ 

 

（内容） 

恩田駅南地区は、青葉区の西部、こどもの国線恩田駅に近接し車両工場が立地しています。 

車両工場は、鉄道に関する技術上の基準を定める省令に基づく車両の重要部検査・全般検査等を行う工場

であり、神奈川東部方面線の整備等に伴う検査車両の増加に対応するため、また、都市基盤施設である公共

交通機関の安全性の確保及び災害時の早期復旧を主とした事業計画の実現による防災性の向上等を図るため、

機能強化を行う必要があります。 

横浜市都市計画マスタープラン青葉区プランにおいて、恩田駅周辺は、生活拠点として位置付けられてお

り、住民の身近な生活の利便性を向上させるため、周辺環境に配慮しながら、必要な機能の誘導を図ること

が求められています。 
本地区内に立地する車両工場において、公共交通機関の安全性の確保や防災性の向上に資する機能強化を

図るとともに、これらの機能強化を契機に、近隣の住宅地や親水広場など周辺環境との調和を図りながら、

周辺の生活利便性向上のための公益施設等の立地を図るため、区域区分を変更し、市街化区域に編入すると

ともに、恩田駅南地区地区計画を決定します。 

 




















